平成２５年度第２回水道事業運営審議会議事録　　　　　　　　　　

１　開催日時　平成２５年９月２７日午後２時～午後３時３０分

２　開催場所　印西市役所本埜支所３階会議室
３　出 席 者  椎名眞一委員、斎藤節男委員、山口道博委員、松本哲典委員
　　　　　　　坂巻美穂委員、吉田恭子委員

４　欠席委員　小畑哲夫委員、香取正勝委員、中澤英之委員
５　事 務 局　増淵水道部長、伊藤水道課長、斉藤主幹、高橋主任主事

６　傍 聴 者　０名　

７　議　　事

　　　　１.水道料金の統一について
２.給水申込納付金と審査・検査手数料について
３.その他
８　議事録　(要点筆記)

事務局　　会議に入る前に、資料の確認をさせていただきます。

　　　　先日、郵送させて頂きましたものが給水申込納付金及び手数料のA４判の表が1枚、７月３１日に行いました第１回目の水道事業運営審議会議事録の写しでございます。
　　　　　その他に１回目の審議会でお配りさせていただきました資料が本日の資料となりますが資料がない場合は事務局までお申し出ください。
　　　　　
会　長　　ただいまから、平成２５年度第２回の水道事業運営審議会を開催いたします。
　　欠席通告の委員は小畑委員と香取委員と中澤委員でございます。出席委員は６名ですので、過半数に達しております。
　　議題に入る前に本日の議事録署名人について指名したいと思います。
　　本日の議事録署名については、吉田委員にお願いできますか。
委　員　 はい 
　　　　
会　長　 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。
それでは、日程第1水道料金の統一についてを議題といたします。

　これより議事に入りますが、さる７月３１日に水道料金の統一につ　いて事務局から説明をうけ、次回までに各委員の皆様にご検討いただくこととなっておりましたのでご意見があればお伺いしたいと思います。初めに欠席委員より意見を伺っておりますので事務局より報告を求めます。　
事務局　　料金統一案に対する意見書を１件朗読
　　　　　欠席委員からは他に意見が寄せられていない旨を報告

会　長　　それでは、各委員のご意見があればお伺いします。
委　員　　欠席委員からの意見で急激な負担増を避けたい大口ユーザーもあることから、段階的に料金を上げることを検討してはとの意見がありましたが、合併後３年以上経過していること。７月３１日の会議で料金の統一に向けた検討資料として①印西地区の料金に統一②印旛、印西の低い方を採用③印旛、印西の平均に統一の ３事例を示された訳ですが、資料の財政試算で損益を見ますと低い方に統一したり、平均をとったりすると来年度から赤字になる見込みということなので料金統一して直ぐに赤字経営になるのは好ましくないので、印西地区の料金に統一した方が良いと思います。
会　長　　ただ今、印西地区の水道料金に統一した方が良いという意見がありましたが他に意見はございますか　
　
委　員　　わたしも同じ意見です。やはり低い方を採用すると来年度から赤字が見込まれるということなので、このままでは料金改定がすぐ必要になってきますので経営の安定ということから考えれば印西地区の料金に統一した方が赤字になる時期が先々になるので私も印西地区の料金に統一する事に賛成いたします。
会　長　　委員の意見はどうですか。
委　員　　私も同じ意見ですが、料金統一を行った後すぐに、また料金改定が必要になるということは好ましくないと思います。料金統一に影響の出る大口ユーザーがどの位いるかということですが、やはりご理解を頂いただけるよう働きかけることも、必要かなと思います。
会　長　　ただいまの意見は、印西地区の料金に統一という意見で宜しいのですか。

委　員　　はい

会　長　　委員の意見はどうですか。

委　員　　私も印西地区の料金に統一する事に賛成ですが、印西地区に住んでいられる一般家庭の方は今まで通り変わらないわけで、印旛地区の方が印西に合せた時にどの位料金が上がるのかわかれば問題ないのでないかなと思います。
会　長　　委員の意見はどうですか。

委　員　　今回の場合は料金統一と言う事ですので基本的には賛成と言うしかないと思っています。ただ、数年後料金の改定については、後々考えていただけると有難いなと、私は大口な方なものですから比率的なことは何とも言えないものですから後々は改定をしていただけるとありがたいと思っております。今回下水道もかなり大幅な値上げになる状況であり、上下水道料金の負担が増える情況にあると思います。
　　　　　今回は統一ということなので皆さんのご意見に沿う形にしたいと思います。

会　長　　皆さんの意見をお聞きしたわけですけど、事務局に資料があれば説明を求めます。

　　　　　一つは大口の場合５０１㎥以上に違いがありますがその対象の利用者があるのか、印西地区に合せた場合どの程度の負担があるのかそれと、先ほどの委員からのお話で一般家庭の負担が印西に合せた場合どの位になるのか現在使用料の支払いが二カ月に一度ですが１カ月どの程度の負担になるのか資料があれば説明を求めます。
　　
事務局　　一般家庭の使用料の比較ですが７月３１日の審議会時にお配りした資料Ａ３判２０mm口径料金比較早見表を確認いただけますか、前回も説明をしたところですが一般家庭の方のほとんどが２０mm口径を使っておりますことから作成したものです。
表の左側が印西地区、左から２番目が印旛地区の料金になります。２０mm口径の場合での基本料金と従量料金の使用水量ごとの合計額を記載してあり、印西地区と印旛地区の差を書いてありまして、水量ごとの差が負担の増減額になります。一般家庭が月ごとに使った水量がどの位置に当てはまるかなのですが、一般的に一般家庭であれば
２０㎥以上は使っていると思いますが、たとえば使用水量２０㎥で比較しますと６３０円の負担増。３０㎥使用すると２１０円の負担増。３５㎥の場合は印西地区と印旛地区が同額となり、３５㎥を超えれば逆に印旛地区の方は印西地区に合せると安くなります。これが月計算ですから年間ではこの１２倍の負担増減になります。
合併時に印西に合せた場合の料金になっていたと想定した場合には、印旛地区の使用水量の少ない方は今までそれだけ安く済んだということに見方によってはなるのかなと。
それから大口ということですけど、いま正式な資料を持ってきてないですけどもこの表のとおり印西地区は５０１㎥以上が高くなりますので、それを基準にした場合、印旛地区の３事業所が当てはまり、うち1か所は最近井戸水を併用しはじめたので、今後は該当しないと思われます。その他としては小学校等で、夏場プールを使ったりすると５０１㎥を超えますのでその位であろうと思います。

事業所でも使用水量が一律ではないので、それぞれに水量の差がございますので大口利用者の方で今まで使った水量に対して同じ水量を利用した場合、計算していただければ金額は解ると思います。

印西地区に統一した場合５０１㎥以上の従量料金の値上げ幅は、1㎥が４２円で２円が消費税ですからその差４０円に月の使用水量がいくらかということになります。

千葉ニュータウン区域の小中学校は千葉県水道局の区域となっている。
会　長　　使用水量の多い事業所が新たに負担する金額も大きいですよね。

委　員　　私の方で３００～４００万円程ですかね。

会　長　　その他にございますか。
委　員　　今話を聞いてちょっと疑問に思ったのは、印旛地区では大口というのはあるとのことだが。印西地区では大口というのはないのか。
事務局　　ございます。学校とか市の施設等が主にですが。

委　員　　千葉ニュータウンにある大学は

事務局　　千葉ニュータウン内は千葉県水道局の区域です。

委　員　　印西地区にも大口利用に該当する事業所があるのですね。
事務局　　ございます。
事務局　　先ほどの回答の訂正です。印旛地区で月平均５０１㎥以上を常時使用している事業所の数を３と答えましたが、他にも1か所ありますので、印旛地区で４事業所となります。

会　長　　料金的に負担となるのは、この早見表で２０mm口径では、３０㎥から３５㎥の使用では印西地区と印旛地区との料金の差は無くなってきて、千葉県水道局と比較してもほぼ変わらなくなるのですね。この位の水量を使われる方への影響はあまりないのですね。
事務局　  １か月当たり３５㎥の使用では印西地区と印旛地区の水道料金は同額となります。
ただ、使用者の使用量によってかなり違うものですから、千葉県水の場合ですと使用水量が少ない部分は市営水道と比較すると安くなっています。

会　長　　一般的には３０㎥位は使うのではないか。
委　員　　季節によってばらつきがありますね。

　　　　　使わない時はけっこう安かったりする。夏場とか、お風呂をたくさん使いたい時期とか。家族構成であったりとか、それこそばらつきがあるとするとやっぱり少しの料金でも物凄く負担を感じられる方、もしかしたら多くいらっしゃるのかなという感じがします。
これからはないのでしょうけど夏場だったら広いお庭の植木への散水とか、まあ印西市内は団地ですとかですからそれこそ、印旛地区ですとか結構そういう所で水道料金ってかかってしまうお宅があるかなと思うので、そういう事考えるとやっぱり数字の上から見ると微々たる差なのかもしれませんが、これが積もり積もればそれなりの負担になるのではないかなと感じますけど。

事務局　　本日、欠席の委員もいるので皆さんに意見を述べていただいて、その意見に基づいて次回に意見のまとめができればと思います。委員全員に出席していただければ良かったのですが、事務局で委員皆さんの日程調整ができず今回の会議を開催したものですから、次回は皆さんの日程を聞いてできるだけ出席いただける日に会議を開催したいと思っております、会議録でこういう意見がありましたと報告いたします。
会　長　　皆さんの意見を聞きまして、印西地区の水道料金に統一するという意見ですが、今出ている話のなかでは使用量の少ない人の負担増が感じるという事が気になる点ですかね。
事務局　　印西地区に料金を統一し、水量の少ない従量料金を調整することは矛盾があると思います。また、水量の少ない部分の従量料金だけを下げると全使用者にかかわりそれだけ収益の減少が予測されます。
今回は統一しないという方法もひとつの考えかと思いますが。
会　長　　電気料金と同じで下から段階的に上がるものですからね。

委　員　　基本あれですよね。統一といったらこれのどれを採るかということですよね。

事務局　　一般的にはどちらかの料金にするというのが普通だと思います。

委　員　　ただ、印西地区の料金以外の料金に設定すると赤字が見込まれるということですよね。

事務局　　合併して３年半経ちますが、市営水道は印西地区水道事業と印旛地区水道事業を実施しており、両地区の水道料金に違いがあるので、先ほど委員の意見にもありましたが、料金を統一する時期に来ていると思っております。

合併協議時に水道料金の統一ができなかった理由として、水道事業認可が影響していた訳ですが、今後の事業認可変更については、前回の審議会で給水区域の拡張について説明したところですが、その他にも配水場の整備を含めた施設整備を検討しているところですが、給水の安定、事業継続のため計画的な施設整備事業の実施が不可欠であり、その財源を確保していくことも重要な課題であります。

事業実施にあたっては、費用対効果を再検討する必要もあると思っております。
委　員　　印西市内にいくつかの水道事業体が分かれているが、他の都道府県でもこういった形というのはあるのですか。

事務局　　千葉県内の県営水道が実施している地区では、県営水道と市営水道の両方がある地域は他にもあります。隣の白井市でも市営水道と県営水道があります。ただ、栄町と旧本埜村が長門川水道企業団を設置し水道事業を実施していて、１市２村の合併によって旧本埜村の地区で長門川水道企業団の認可区域を含め印西市の行政区域になり、結果としてそれぞれの水道事業体が存在することになっている。
委　員　　今回は、統一ということで料金を印西地区と印旛地区で同じにすることはやむを得ないという認識です。ただし、次の料金改定時にやはり考えていかないといけないのは、料金の体系という部分で県水等の水道料金も含めて検討してもいいのかなと思います。

委　員　　水道を利用している方からすると、水道水は普通の水なので、単価は同じだろう思います。
印西市内の水道料金はすべて同じく統一するというやり方もあるのではないか。
事務局　　水道事業は、地方公営企業法に基づき地方公共団体の経営する企業であり、それぞれ企業として料金等の収入や減価償却費等の経費としての支出額が違っていて、経費を考慮せず料金だけを統一することは難しいと思います。
本来、水道料金等の収入で支出費用を賄うべきところだが、市営水道は支出経費のうち受水費(市営水道が購入した水道水)が５０％を超える率であり、他に減価償却費や人件費など費用があり、水道料金等の収入では支出経費を賄えなくて、総務省通知の繰出基準に基づく市の補助金や千葉県が市町村水道事業の基準に基づき補助金を交付しており、この収入があってようやく収支が均衡している状況である。
委　員　　水道事業が赤字の場合、千葉県や市から補助金等がもらえるのであれば、高い方に料金を統一しなくてもよいのではないか。
事務局　　前回示した財政試算の収支は、平成２４年度決算額と同額の補助金が引き続き入ることを想定して試算したものであるが、この補助金等は、水道料金の格差是正や格差縮小のため　①総務省から毎年通知される地方公営企業繰出金　②千葉県市町村水道総合対策事業補助金のそれぞれの基準に基づく、繰出や補助であり、その対象経費や限度額等が定まっており、赤字額に対し補助されるもではない。
補助金等の実績額は年々減少している状況である。

委　員　　初めに言いましたように印西地区の料金に統一していただていて良いのではないかいう意見は変わりません。今日欠席されている方という話もでましたけれども、どうでしょうか。そんなに変わりはないので、この場で欠席されている方はしかたがないですが印西に統一するということで答申した方が良いのではないですか。また、次期の料金改定にあたっては他事業体を参考に料金設定を検討していただきたい。という意見を答申に付けて頂ければよいのではないかと。
会　長　　皆さんどうですか。

よろしいですか。だいたい皆さんのご意見を聞くと委員が今、お話いただいた意見と同じような意見ですね。

委　員　　今日欠席している委員については１名の委員の意見は受けているわけですから残り２名ですかね。それは、事務局の方でこの様な意見がありましたと説明してもらえば。
事務局　　ただ今の意見やこれまでの意見を集約すると印西地区の料金に統一するご意見であり、印西地区の料金に統一する答申をする方向の資料を作成しますが、次回委員全員がそろって出席していただいた場で、改めて決めていただければと思います。
会長いかがでしょうか。
会　長　　事務局説明のとおりで宜しいでしょうか。

委　員　　はい

会　長　　次の議題に入ります。

　　　　日程第２給水申込納付金と審査・検査手数料についてを議題といたします。事務局より提出資料の説明を求めます。

事務局　　資料１給水申込納付金・手数料

追加資料の配付(給水申込納付金参考資料１)

資料に基づき印旛地区の給水申込納付金及び手数料を印西地区と同額にする案を説明
会　長　　ただ今の説明に対する質疑を受けます。

委　員　　受益者負担金はないのか。
事務局　　下水道ではありますが、市営水道では定めているものはありません。

委　員　　平成２４年度に５０mm口径の申請があるがこれはどこか。　

事務局　　松崎工業団地で1件です。
会　長　　他に質疑を質問はありますか。
　　

委　員　　印旛地区で立会手数料、設計審査手数料及び確認手数料なかった理由はあるのか。
事務局　　立会手数料と確認手数料は印西地区でもあまり事例がないが、印旛地区ではこの手数料の概念がなかったことから設定していなかったためと思われる。
　　　　　設計審査手数料については、印西地区の場合は検査と設計審査が分かれておりますが、印旛地区の場合は設計審査手数料の概念がなかったためと思われる。

今後については、印西地区のままで残していくものです。

委　員　　資料1の給水申込納付金、それから手数料について印西地区の料金 表に合せてよろしいと思います。

会  長　　印西地区に合わせるとの意見がありましたが他の委員どうですか。

委　員　　同じ意見です。
会　長  　他に意見が無いようですので、事務局説明のとおり給水申込納付金と手数料は印西地区の額に合わせることに賛成の意見とします。
次の議題に入ります。

会　長　　日程第３その他についてを議題といたします。　
会　長　　事務局より説明を求めます。

事務局　　次回の審議会は各委員のご都合を伺った上で１０月若しくは１１月開催で調整させて頂いてよろしいか？

　　　　　また、次回以降平成２４年度水道事業決算報告書、平成２５年度水質検査計画、水道ビジョンについてもご報告とご提案をさせていただきます。

(異議なし)

会　長　　　事務局より日程案は１０月若しくは１１月中ということですがこれにご異議ございませんか。
              (異議なし)

会　長　　　以上をもちまして第２回印西市水道事業運営審議会を終了します。お疲れさまでした。
平成２５年９月２７日に行われた平成２５年度第２回印西市水道事業運営審
議会の会議録は、事実と相違ないことを承認する。

　　平成２５年１０月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　会　　　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　議事録署名人　　　　　　　　　　　　　　　　　　
